
＜水産政策課＞
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生 産 環 境 の 技 術 革 新 と 多 様 な 人 材 の 確 保 ・ 育 成 、 経 営 体 の 高 収 益 化 と 流
通 改 革 の 推 進 に よ り 、 本 県 水 産 業 の 成 長 産 業 化 を 図 り ま す 。

－ 水 産 政 策 課 －

１ 重 点 目 標

① 技 術 革 新 と 漁 場 利 用 の 最 適 化 に よ る 生 産 力 強 化
② 多 様 な 人 材 確 保 と 生 産 ・ 流 通 構 造 の ス マ ー ト 化
③ 漁 業 経 営 体 の 構 造 改 革 と 育 成 強 化
④ 水 産 バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 最 適 化
⑤ 水 産 資 源 の 利 用 管 理 の 最 適 化
⑥ 環 境 に 配 慮 し た 責 任 あ る 水 産 業 の 推 進
⑦ 漁 協 と 生 産 ・ 流 通 の 基 盤 強 化
⑧ 漁 村 ・ 内 水 面 の 多 面 的 機 能 の 発 揮 促 進

２ 令 和 ５ 年 度 事 業 の 概 要

① 技 術 革 新 と 漁 場 利 用 の 最 適 化 に よ る 生 産 力 強 化

○ 新 た な 養 殖 生 産 創 出 支 援 事 業 （ ２３０㌻ ） ５ ， ４ ２ ５ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
現 在 、 主 に 冬 季 に 出 荷 さ れ て い る ブ リ に つ い て 、 県 内 事 業 者 が 単 価 の 高 い 夏 季 に 出 荷 で

き る 養 殖 生 産 を 行 え る よ う に す る た め 、 夏 季 採 卵 に よ る ブ リ 人 工 種 苗 生 産 技 術 の 導 入 ・ 実
証 試 験 を 行 う 。

○新 水 産 試 験 研 究 体 制 強 化 事 業 （ ２２６㌻ ） １ ４ ， ７ ７ ８ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
大 き く 変 化 す る 社 会 情 勢 に 的 確 に 対 応 し 、 水 産 業 の 成 長 産 業 化 を 図 る た め 、 水 産 試 験 研

究 体 制 等 の 機 能 強 化 及 び 運 営 の 合 理 化 に 向 け た 調 査 ・ 検 討 を 行 う 。

② 多 様 な 人 材 確 保 と 生 産 ・ 流 通 構 造 の ス マ ー ト 化

○ 未 来 へ つ な ぐ 漁 業 担 い 手 育 成 総 合 対 策 事 業 （ ２２８㌻ ）
１ ０ ， ３ ６ ８ 千 円 【 担 い 手 ・ 普 及 担 当 】

本 県 水 産 業 の 生 産 性 向 上 と 持 続 性 の 両 立 に よ る 成 長 産 業 化 を 図 る た め 、 新 規 就 業 者 の 確
保 ・ 育 成 や 高 収 益 型 漁 業 へ の 転 換 に 係 る 経 営 指 導 な ど を ワ ン ス ト ッ プ で 行 う （ 公 社 ） 宮 崎
県 漁 村 活 性 化 推 進 機 構 の 取 組 を 総 合 的 に 支 援 す る 。
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○ 漁 業 資 源 継 承 支 援 体 制 構 築 事 業 （ ２３１㌻ ） ２ ， ４ ７ ９ 千 円 【 担 い 手 ・ 普 及 担 当 】
次 世 代 の 沿 岸 漁 業 を 担 う 漁 業 者 の 確 保 ・ 育 成 を 図 る た め 、 新 規 就 業 者 へ 漁 業 資 源 を 円 滑

に 継 承 す る 体 制 を 構 築 す る と と も に 、 継 承 す る 漁 船 ・ 漁 具 等 の 機 能 強 化 を 支 援 す る 。

○新 漁 業 Ｄ Ｘ に よ る 担 い 手 確 保 育 成 事 業 （ ２３２㌻ ） ２ ７ ， ７ ７ ５ 千 円 【 担 い 手 ・ 普 及 担 当 】
漁 業 者 の 減 少 が 進 む 中 、 担 い 手 の 確 保 が 急 務 で あ る が 、 所 得 が 不 安 定 で あ る こ と が 障 壁

と な っ て い る こ と か ら 、 就 業 情 報 の 発 信 等 に よ る 人 材 確 保 の 取 組 と と も に 、 漁 業 経 営 の Ｄ
Ｘ 化 に よ る 所 得 向 上 ・ 安 定 化 を 図 る 。

③ 漁 業 経 営 体 の 構 造 改 革 と 育 成 強 化

○ チ ョ ウ ザ メ 養 殖 経 営 安 定 対 策 事 業 （ ２３４㌻ ） ４ ， ２ ５ ３ 千 円 【 企 画 流 通 担 当 】
本 県 の キ ャ ビ ア 産 業 を 支 え る チ ョ ウ ザ メ 養 殖 業 者 の 経 営 安 定 を 図 る た め 、 養 殖 業 者 が 連

携 し た 経 営 合 理 化 に 係 る 取 組 を 支 援 す る と と も に 、 チ ョ ウ ザ メ 種 苗 の 安 定 的 な 生 産 供 給 を
行 い 、 養 殖 業 者 の 経 営 基 盤 の 強 化 を 図 る 。

○新 県 産 キ ャ ビ ア 競 争 力 強 化 技 術 開 発 事 業 （ ２２４㌻ ） １ １ ， ０ ０ ０ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
全 て メ ス の チ ョ ウ ザ メ 種 苗 を 生 産 ・ 供 給 す る こ と に よ り 、 養 殖 業 者 の 収 益 性 向 上 及 び 県

産 キ ャ ビ ア の 競 争 力 強 化 を 図 る 。

④ 水 産 バ リ ュ ー チ ェ ー ン の 最 適 化

○ 安 全 ・ 安 心 な 養 殖 魚 の 生 産 拡 大 事 業 （ ２４０㌻ ） ３ ， ４ １ ８ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
国 内 外 で の 養 殖 業 を 取 り 巻 く 情 勢 に 的 確 に 対 応 す る た め 、防 疫 体 制 を 強 化 す る と と も に 、

漁 場 環 境 に 見 合 っ た 生 産 拡 大 に 資 す る 漁 場 調 査 を 実 施 す る こ と に よ り 、 安 全 ・ 安 心 な 養 殖
魚 の 生 産 拡 大 を 図 る 。

○新 漁 業 Ｄ Ｘ に よ る 担 い 手 確 保 育 成 事 業 （ ２３２㌻ ）【 再 掲 】 ２ ７ ， ７ ７ ５ 千 円
【 担 い 手 ・ 普 及 担 当 】

漁 業 者 の 減 少 が 進 む 中 、 担 い 手 の 確 保 が 急 務 で あ る が 、 所 得 が 不 安 定 で あ る こ と が 障 壁
と な っ て い る こ と か ら 、 就 業 情 報 の 発 信 等 に よ る 人 材 確 保 の 取 組 と と も に 、 漁 業 経 営 の Ｄ
Ｘ 化 に よ る 所 得 向 上 ・ 安 定 化 を 図 る 。

○ 流 通 ・ 販 売 イ オ ベ ー シ ョ ン 創 出 事 業 （ ２４２㌻ ） ７ ， ４ ６ ３ 千 円 【 企 画 流 通 担 当 】
県 内 水 産 業 の 高 収 益 化 を 図 る た め 、 新 た な ニ ー ズ に 対 応 し た 販 売 方 式 等 の 取 組 や 県 産 水

産 物 の ビ ジ ネ ス 拡 大 に 向 け た 中 小 加 工 業 者 等 の 販 路 開 拓 等 を 支 援 す る 。

⑤ 水 産 資 源 の 利 用 管 理 の 最 適 化

○ み や ざ き の 内 水 面 資 源 回 復 推 進 事 業 （ ２４３㌻ ） １ １ ， ８ ７ ６ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
内 水 面 の 水 産 資 源 の 回 復 等 を 推 進 す る た め 、 全 国 初 の 取 組 と な る 発 電 事 業 を 行 う 企 業 局

と の 共 同 事 業 と し て 、内 水 面 漁 協 等 の 関 係 者 と 連 携 し た 資 源 調 査 や 増 殖 活 動 等 に 取 り 組 む 。
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⑥ 環 境 に 配 慮 し た 責 任 あ る 水 産 業 の 推 進

○ 安 全 ・ 安 心 な 養 殖 魚 の 生 産 拡 大 事 業 （ ２４０㌻ ）【 再 掲 】 ３ ， ４ １ ８ 千 円
【 漁 村 振 興 担 当 】

国 内 外 で の 養 殖 業 を 取 り 巻 く 情 勢 に 的 確 に 対 応 す る た め 、防 疫 体 制 を 強 化 す る と と も に 、
漁 場 環 境 に 見 合 っ た 生 産 拡 大 に 資 す る 漁 場 調 査 を 実 施 す る こ と に よ り 、 安 全 ・ 安 心 な 養 殖
魚 の 生 産 拡 大 を 図 る 。

○ 養 殖 グ リ ー ン 成 長 戦 略 推 進 事 業 （ ２４４㌻ ） １ ０ ， １ ８ ２ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
国 の「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 」を 踏 ま え 、本 県 養 殖 業 の グ リ ー ン 化 を 促 進 す る た め 、

天 然 資 源 や 漁 場 環 境 へ の 負 荷 を 軽 減 す る 持 続 可 能 な 養 殖 業 の 構 築 を 支 援 す る 。

⑦ 漁 協 と 生 産 ・ 流 通 の 基 盤 強 化

○ 漁 業 協 同 組 合 機 能 ・ 基 盤 強 化 推 進 事 業 （ ２４６㌻ ） ３ ， ４ ２ ８ 千 円 【 団 体 金 融 担 当 】
「 宮 崎 県 内 漁 業 協 同 組 合 及 び 系 統 組 織 機 能 ・ 基 盤 強 化 推 進 方 針 」 に 基 づ い て 沿 海 漁 協 や

系 統 団 体 が 取 り 組 む 地 域 連 携 に よ る 事 業 の 合 理 化 等 の 機 能 ・ 基 盤 強 化 の 取 組 を 支 援 す る 。

○新 漁 業 用 製 氷 施 設 の 省 エ ネ 推 進 対 策 事 業 （ ２３６㌻ ） ２ ２ ， ８ ０ ０ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】
漁 業 生 産 に 不 可 欠 な 製 氷 施 設 の 省 エ ネ 化 を 支 援 す る と と も に 、 電 気 料 金 高 騰 に よ る 影 響

を 緩 和 し 、 氷 の 安 定 供 給 を 図 る 。

○新 漁 業 経 営 セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト 対 策 緊 急 支 援 事 業 （ ２３８㌻ ）
２ ７ ６ ， ３ ４ ８ 千 円 【 漁 村 振 興 担 当 】

国 の 漁 業 経 営 セ ー フ テ ィ ー ネ ッ ト 構 築 事 業 に お け る 積 立 金 相 当 額 の 一 部 を 支 援 す る こ と
で 、 燃 油 や 養 殖 用 飼 料 価 格 高 騰 の 影 響 を 受 け る 漁 業 者 の 負 担 を 軽 減 し 経 営 維 持 を 図 る 。

水 産 政 策 課
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ６ ８ ５
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ０ ９
Ｅ － m a i l s u i s a n s e i s a k u @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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県産キャビア競争力強化技術開発事業

水産政策課 １１，０００千円
【財源：宮崎再生基金】

新

⑴ 事業内容
○ 全メス種苗の生産技術開発事業

遺伝的手法を活用して超メス（WW）判別技術の開発を行い、メスのみを産むチョウザメの
研究を加速化

⑵ 事業の仕組み

○ 県、県 民間企業・大学

⑶ 成果指標
養殖業者の収益

現状（令和４年度） 460万円 → 令和１０年度 960万円
※オス・メスの種苗1,000尾を導入し養殖した場合 ※メスのみの種苗500尾を導入し養殖した場合

事業の概要

全てメスのチョウザメ種苗を生産・供給することにより、養殖業者の収益性向上及び県産キャビアの競争
力強化を図る。

事業の目的

令和５年度～令和６年度事業の期間

委託
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県産キャビア競争力強化技術開発事業新

〈現在の取組〉

種苗の性比は１：１

オス
(ZZ)

メス
(ZW)

卵
（Z or W）

精子
（Z）

受精卵を
温度処理

紫外線で
Zを不活化

２種類の受精卵（ZZ、WW）

オス
(ZZ)

超メス
(WW)

生まれる種苗は
全てメス（ZW）

雌性発生 で超メスをつくる
（ 自然界でも起こり得る生殖） 超メス（WW）を判別する

ための技術を開発する

■全ゲノム解析（民間に委託）

■プライマー開発（大学に委託）

大学との共同研究により、超メスによる全メス種苗の生産技術開発を加速化

※

※

〈全メスの種苗生産〉〈現在の種苗生産〉

種苗
供給

【内水面支場】 【養殖業者】

〈本事業での取組〉

【効果】養殖業者のコスト削減、県産キャビアの競争力強化

【別紙】

225



水産試験研究体制の機能強化及び運営の合理化に向けた調査・検討を行い、大きく変化する社会情勢に的
確に対応した水産業の成長産業化を目指す。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 基本計画策定事業
・水産試験研究体制の機能強化及び運営の
合理化の調査・検討

⑵ 事業の仕組み

①県 民間企業

⑶ 成果指標
水産試験研究等の高度化、運営コストの低減

事業の概要

水産試験研究体制強化事業新

令和５年度事業の期間

水産政策課 １４，７７８千円
【財源：県有施設維持整備基金】

委託

養殖用種苗の開発

海洋レーダーに
よる情報提供

【水産試験場の主な取組】

常温加工品の開発
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水産試験研究体制強化事業【別紙】

特に、水試本場と協会の施設
や設備は老朽化が著しい

小林市

延岡市

日南市

宮崎市

環境ＤＮＡ等の技術を駆使した
高度な情報の提供や漁場の開拓

高度な漁業人材を育成する教育
体制の強化が必要

チョウザメの全メス化技術の開発
や種苗の安定供給が必要

優良種苗の生産体制強化が必要

水産試験場内水面支場〈Ｈ７整備〉

高等水産研修所〈Ｈ８整備〉

(一財)水産振興協会〈Ｓ５６整備〉

みやざき丸〈Ｒ４新造〉

優良種苗の開発体制強化が必要
加工技術開発に関する高度な設
備や人材育成が必要

水産試験場本場〈Ｓ４４整備〉

水産試験研究等の高度化、運営コストの低減

見込まれる効果

水産試験研究体制の機能強化及び運営の合理化の調査・検討を行う

〈試験研究機関等〉

新
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３
）
事
業
期
間

（
公
社
）
宮
崎
県
漁
村
活
性
化
推
進
機
構

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
未
来
へ
つ
な
ぐ
漁
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策
事
業
（
１
／
２
以
内
、
定
額
）

１
０
，
１
８
１
千
円

公
益
法
人
の
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
及
び
経
営
指
導
等
に
係
る
運
営
を
支
援

②
県
指
導
事
務
費

１
８
７
千
円

３
事
業
効
果

（
公
社
）
宮
崎
県
漁
村
活
性
化
推
進
機
構
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
欲
あ
る
漁
業

の
担
い
手
確
保
や
競
争
力
の
あ
る
漁
業
経
営
体
の
育
成
が
効
果
的
に
図
ら
れ
る
。
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〈
対
策
〉

■
新
規
就
業
者
や
外
国
人
材
の
確
保
と
定
着

■
漁
業
経
営
体
の
育
成
と
承
継
の
促
進

■
高
収
益
型
漁
業
へ
の
転
換
促
進
や
新
漁
法
モ
デ
ル
導
入

未
来
へ
つ
な
ぐ
漁
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策
事
業

１
．
背
景

２
．
事
業
内
容

３
．
見
込
ま
れ
る
成
果

意
欲
あ
る
漁
業
担
い
手
の
確
保
・
競
争
力
の
あ
る
経
営
体
の
育
成
が
図
ら
れ
る

(公
社
)宮
崎
県
漁
村
活
性
化
推
進
機
構
の
取
組

〈
県
補
助
〉

公
益
法
人
の
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育
成
及
び
経
営
指
導
に

係
る
運
営
を
支
援

○
漁
業
の
担
い
手
確
保
・
育
成
支
援
、
○
高
収
益
型
漁
業
へ
の
転
換
に
係
る
経

営
指
導
支
援
、
○
県
域
的
な
漁
業
外
国
人
材
受
入
支
援

〈
課
題
〉

■
漁
業
経
営
体
の
減
少

■
漁
業
就
業
者
の
減
少
、
定
着
率
の
減
少

■
収
益
性
が
低
く
資
本
の
蓄
積
が
で
き
な
い

高
収
益
型
漁
業
へ
の

転
換
や
外
国
人
材
の

受
入
等
を
支
援

就
業
相
談

助
言
・

紹
介
等

経
営
相
談

着
業
相
談

漁
業
の
担
い
手
の
確
保
育
成

漁
業
外
国
人
材
の
受
入
支
援

高
収
益
型
漁
業
へ
の
転
換
促
進

・
魅
力
あ
る
漁
業
の
情
報
発
信

・
ス
ム
ー
ズ
な
着
業
相
談

・
各
種
研
修
制
度
等
の
案
内
、
調
整

・
船
主
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
・
フ
ォ
ロ
ー

・
独
立
、
承
継
の
促
進

・
外
国
人
雇
用
ニ
ー
ズ
の
増
加

・
漁
業
経
営
の
継
続
化

・
高
収
益
型
経
営
へ
の
転
換

・
省
エ
ネ
型
漁
船
の
建
造
・
改
造

・
品
質
向
上
等
設
備
の
導
入

・
新
漁
法
導
入
に
よ
る
経
営
改
善

新
規
就
業
希
望
者

へ
の
支
援

・
短
期
研
修
等
へ
紹
介

・
高
水
研
へ
の
入
所
案
内

・
船
主
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

・
独
立
自
営
希
望
者
へ
の
支
援

着
実
な
着
業
の
促
進

漁
業
経
営
体
の

経
営
力
強
化

漁
業
の
経
営
指
導

・
生
産
構
造
、
経
営
状
況
分
析

・
優
良
な
経
営
モ
デ
ル
づ
く
り

・
経
営
相
談
と
改
善
指
導
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名
新
た
な
養
殖
生
産
創
出
支
援
事
業

課
名

水
産
政
策
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

現
在
、
主
に
冬
季
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
ブ
リ
に
つ
い
て
、
県
内
事
業
者
が
単
価
の
高
い
夏
季
に

出
荷
で
き
る
養
殖
生
産
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
夏
季
採
卵
に
よ
る
ブ
リ
人
工
種
苗
生
産
技

術
の
導
入
・
実
証
試
験
を
行
う
。

２
事
業
の
概
要

５
，
４
２
５
千
円

（
１
）
予
算
額

一
般
財
源
：
５
，
４
２
５
千
円

（
２
）
財

源

令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度

（
３
）
事
業
期
間

（
一
財
）
宮
崎
県
水
産
振
興
協
会

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
人
工
種
苗
供
給
実
証
事
業
（
１
／
２
以
内
）

５
，
１
３
６
千
円

夏
季
生
産
の
超
早
期
ブ
リ
の
人
工
種
苗
供
給
実
証
試
験
を
実
施

②
県
推
進
事
務
費

２
８
９
千
円

３
事
業
効
果

夏
季
採
卵
す
る
超
早
期
ブ
リ
人
工
種
苗
の
生
産
供
給
を
実
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
事
業
者

が
養
殖
ブ
リ
を
通
年
で
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
収
益
性
の
高
い
養
殖
事
業
経
営
が
図
ら
れ

る
。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
漁

業
資

源
継
承

支
援

体
制
構

築
事

業
課
名

水
産

政
策
課

国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

次
世
代

の
沿

岸
漁
業

を
担

う
漁
業

者
の

確
保
・

育
成
を

図
る

た
め
、

新
規

就
業
者

へ
漁

業
資
源

を
円
滑
に

継
承

す
る
体

制
を

構
築
す

る
と

と
も
に

、
継
承

す
る

漁
船
・

漁
具

等
の
機

能
強

化
を
支

援
す
る
。

２
事
業
の

概
要

２
，
４

７
９
千

円
（
１

）
予

算
額

一
般
財

源
：
２

，
４

７
９
千

円
（
２

）
財

源

令
和

４
年
度
～

令
和

６
年
度

（
３

）
事
業

期
間

（
公
社

）
宮
崎

県
漁

村
活
性

化
推
進

機
構

、
県

（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
漁

業
資

源
収
集

・
提

供
体
制

構
築

事
業

１
，

０
２
０

千
円

漁
業
資

源
継
承

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
を

設
置
し
、

漁
業

資
源
の

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
化

及
び

マ
ッ

チ
ン

グ
を
支

援

②
有

形
資

源
活
用

強
化

支
援
事

業
１
，

２
０
０

千
円

有
形
資

源
継
承

の
際

に
必
要

な
機

能
強
化

に
対
す

る
支

援

③
県

推
進

事
務
費

２
５
９

千
円

３
事
業
効

果

《
漁
業

資
源

の
継
承

件
数

４
件

/年
》

県
内
の

有
形

資
源
が

新
規

就
業
者

に
円

滑
に
継

承
さ
れ

る
と

と
も
に

、
必

要
な
機

能
強

化
を

行
う
こ
と

で
、

沿
岸
漁

業
を

担
う
漁

業
者

の
着
実

な
確
保

・
育

成
が
図

ら
れ

る
。
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⑴ 事業内容
① 多様な人材の確保・育成事業
・漁業の魅力発信、スタートアップ研修の実施（補助率 定額）
・経営開始資金の交付（補助率 １／２以内）
・地域内での新規就業者の経営をサポート

② 稼げる沿岸漁業創出事業
・ＤＸによる操業効率化
漁業技術支援アプリの機能強化及び普及
・ＤＸによる魚価向上（補助率 １／２以内）
産直ＥＣ（電子商取引）に必要な共同利用機器の導入支援

⑵ 事業の仕組み
①県 漁村活性化推進機構、市町村 ②県 民間企業 県 漁協等

⑶ 成果指標
新規漁業就業者数 現状（５年平均）50人／年 → 令和７年 60人／年
産直ＥＣ取組漁業者の年収増加額 令和７年 １人あたり100万円増加

事業の概要

補助 委託 補助

スマホ・タブレットで漁獲物を出品

ネット販売

スマホ・タブレットで漁場の見える化

漁業者の減少が進む中、担い手の確保が急務であるが、所得が不安定であることが障壁となっていること
から、就業情報の発信等による人材確保の取組とともに、漁業経営のDX化による所得向上・安定化を図る。

事業の目的

漁業ＤＸによる担い手確保育成事業新

令和５年度～令和７年度事業の期間

水産政策課 ２７，７７５千円
【財源：国庫、一般財源】
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漁業ＤＸによる担い手確保育成事業【別紙】

①多様な人材の確保・育成事業

②稼げる沿岸漁業創出事業

・経営開始資金
の交付

【効果】 ・ 多様な人材の確保、水産物の安定供給 ・ 沿岸漁業経営の向上、就業希望者の増加

インターネット求人 漁業体験

・ＤＸによる魚価向上・ＤＸによる操業効率化

産直ＥＣに必要

な共同利用機器

の導入支援

漁業技術支援

アプリの機能

強化・普及

アプリによる出漁判断

・漁業の魅力発信、スタートアップ研
修の実施

・地域内での新規就業者
の経営をサポート

漁業者との打合せ 地域意見交換

消費者向けネット販売

新
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
経
営
安
定
対
策
事
業

課
名

水
産
政
策
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

本
県
の
キ
ャ
ビ
ア
産
業
を
支
え
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
業
者
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
養
殖

業
者
が
連
携
し
た
経
営
合
理
化
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
種
苗
の
安
定

的
な
生
産
供
給
を
行
い
、
養
殖
業
者
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

２
事
業
の
概
要

４
，
２
５
３
千
円

（
１
）
予
算
額

一
般
財
源
：
４
，
２
５
３
千
円

（
２
）
財

源

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

養
殖
グ
ル
ー
プ
、
県

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
養
殖
経
営
合
理
化
促
進
事
業
（
１
／
２
以
内
）

１
，
０
０
０
千
円

養
殖
業
者
が
連
携
し
た
経
営
合
理
化
に
係
る
取
組
を
支
援

②
チ
ョ
ウ
ザ
メ
種
苗
供
給
事
業

２
，
８
８
４
千
円

チ
ョ
ウ
ザ
メ
種
苗
の
安
定
的
な
生
産
供
給
を
実
施

③
県
推
進
事
務
費

３
６
９
千
円

３
事
業
効
果

養
殖
業
者
の
経
営
力
の
強
化
を
図
り
、
日
本
一
を
誇
る
本
県
キ
ャ
ビ
ア
産
業
の
さ
ら
な
る
成
長

産
業
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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＜
事
業
内
容
＞

①
養
殖
経
営
合
理
化
促
進
事
業

養
殖
業
者
が
連
携
し
た
経
営
合
理
化
に
か
か
る
取
組
を
支
援

（
取
組
例
）

・
飼
育
作
業
の
協
業
化
：
雌
雄
判
別
、
抱
卵
検
査
等
を
共
同
で
実
施

・
飼
育
管
理
の
最
適
化
：
飼
育
管
理
の
見
え
る
化
や
新
た
な
餌
の
検
討

②
チ
ョ
ウ
ザ
メ
種
苗
供
給
事
業

キ
ャ
ビ
ア
と
し
て
評
価
の
高
い
有
望
魚
種
（
ロ
シ
ア
チ
ョ
ウ
ザ
メ
や

シ
ベ
リ
ア
チ
ョ
ウ
ザ
メ
等
）
の
安
定
的
な
供
給
体
制
の
構
築

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
経
営
安
定
対
策
事
業

目
視
に
よ
る
雌
雄
判
別
作
業

養
殖
場

・
雌
は
抱
卵
す
る
ま
で
飼
育

・
雄
は
雌
雄
判
別
後
に
魚
肉
用
で
販
売

＜
見
込
ま
れ
る
効
果
＞

チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
の
経
営
が
安
定
す
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ビ
ア
産
業
の
成
長
産

業
化
に
つ
な
が
り
、
日
本
一
の
キ
ャ
ビ
ア
産
地
を
保
持

＜
現
状
・
課
題
＞

・
水
産
試
験
場
が
県
内
養
殖
業
者
（

17経
営
体
）
へ
種
苗
供
給

・
キ
ャ
ビ
ア
と
し
て
出
荷
す
る
た
め
に
は

5～
10年

の
養
殖
期
間
が
必
要

・
雌
雄
判
別
ま
で
の
約

2年
間
の
飼
育
や
判
別
等
の
作
業
労
力
に
よ
る
養

殖
業
者
の
経
営
負
担
が
大
き
く
、
経
営
が
逼
迫

・
養
殖
業
者
毎
に
飼
育
管
理
方
法
（
給
餌
、
飼
育
環
境
等
）
が
異
な

り
、
品
質
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る

飼
育
管
理
の
見
え
る
化

・
飼
育
水
温
、
密
度

・
餌
種
類
、
給
餌
量
、

・
溶
存
酸
素
量
等

飼
育
方
法
の
効
率
化
や
経
営
合
理
化
の
取
組
を
促
進
し
、

養
殖
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
必
要

協
業
化
の
実
施

A社

B社
C社

安
定
供
給

水
産
試
験
場

・
大
量
生
産
技
術
の
確
立

・
安
定
的
な
種
苗
生
産
の
実
施
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漁業生産に不可欠な製氷施設の省エネ化を支援するとともに、電気料金高騰による影響を緩和し、氷の安
定供給を図る。

事業の目的

水産政策課 ２２，８００千円
【財源：国庫（臨時交付金）】

⑴ 事業内容
① 氷安定供給緊急支援事業（補助率 １／２以内）

漁業用製氷施設の電気料金増加分の一部を支援

② 省エネ計画策定支援事業（補助率 １／２以内）
漁業用製氷施設の省エネを図るための実施計画策定に係る経費を支援

⑵ 事業の仕組み

①②県 宮崎県漁業協同組合連合会

⑶ 成果指標
電気料金 現状（令和４年） 100百万円 → 令和５年 150百万円 → 令和６年～ 120百万円

（Ｒ５比約２割減）

事業の概要

令和５年度事業の期間

補助

漁業用製氷施設の省エネ推進対策事業新
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漁業用製氷施設の省エネ推進対策事業【別紙】

60

80

100

120

140

160

0

【効果】 将来にわたる漁業者への氷の安定供給

② 省エネ計画策定支援事業

① 氷安定供給緊急支援事業

電気料金上昇分の一部を補助 上昇分の一部⇒

省エネ実施計画策定経費（専門家に
委託）の一部を補助

百
万

円

エネルギーの最適利用
現状分析・評価等

効果的な改善策

【実施計画】

緊急支援により継続して氷を安定供給

徹底した省エネにより氷を安定供給

【電気料金】

Ｒ４ Ｒ５

県内に７施設

100

150 

新
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国の漁業経営セーフティーネット構築事業における積立金相当額の一部を支援することで、燃油や養殖用
飼料価格高騰の影響を受ける漁業者の負担を軽減し経営維持を図る。

事業の目的

水産政策課 ２７６，３４８千円
【財源：国庫（臨時交付金）】

⑴ 事業内容
① 燃油価格高騰対策緊急支援事業（補助率 １／３以内）
国の漁業用燃油価格安定対策事業に加入した事業実施主体所属の漁業者・養殖業者の積立金相当額

の一部を支援

② 養殖用飼料価格高騰対策緊急支援事業（補助率 １／３以内）
国の養殖用配合飼料価格安定対策事業に加入した事業実施主体所属の養殖業者の積立金相当額の一

部を支援

③ 推進事務費（補助率 定額、上限６００千円）
事業申請のとりまとめなど、事業実施主体の事務経費を支援

⑵ 事業の仕組み

①②③ 県 漁業協同組合、民間企業 ② 県 養殖業者

⑶ 成果指標
燃油・養殖用飼料価格高騰の負担減 令和５年度 １，５９２千円／経営体（海面養殖業）

事業の概要

令和５年度事業の期間

補助 補助

漁業経営セーフティーネット対策緊急支援事業新
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漁業経営セーフティーネット対策緊急支援事業【別紙】 新

国のセーフティーネット対策のイメージ

①燃油価格高騰対策緊急支援事業
②養殖用飼料価格高騰対策緊急支援事業

国 １漁業者積立 １

国 １
漁業者積立
２／３

県
１／３

通常

県支援

【効果】漁業者の負担軽減、経営の維持

新たに漁業者が積み立てる積立金の
一部を県が支援

漁業者と国が積み立てた
積立金から補填

セーフティーネット事業の積立金のイメージ

・近年の価格高騰により、補填が連続して行われ、
漁業者の積立金が枯渇

・積み立てにかかる経営負担が増加

239



国内外での養殖業を取り巻く情勢に的確に対応するため、防疫体制を強化するとともに、漁場環境に見
合った生産拡大に資する漁場調査を実施することにより、安全・安心な養殖魚の生産拡大を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 水産防疫強化対策事業
・疾病の発生予防・まん延防止（魚病診断等）や養殖衛生管理指導等の実施（講習会等）

② 養殖生産拡大評価事業
・養殖実態調査や生産管理状況調査による養殖生産拡大のための漁場環境評価を実施

③ 輸出入防疫体制事業
・輸入防疫対象種の着地検査の実施、輸出水産物の衛生証明書の発行

⑵ 事業の仕組み
①③県 ②県 宮崎県水産振興協会

⑶ 成果指標
安全・安心な養殖魚の生産量 現状(令和３年)１４，５６０トン → 令和７年 １６，０００トン

事業の概要

安全・安心な養殖魚の生産拡大事業

令和５年度～令和７年度事業の期間

水産政策課 ３，４１８千円
【財源：国庫、一般財源】

委託
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安全・安心な養殖魚の生産拡大事業【別紙】

見込まれる効果

安全で安心な養殖魚の生産拡大が図られる。

【養殖魚の安全・安心の確保】

【漁場環境に見合った生産拡大】

①水産防疫強化対策事業

②養殖生産拡大評価事業

水産試験場による講習会、巡回指導、水産用
医薬品の適正利用指導、魚病診断

環境ＤＮＡを活用した魚病の早期発見技術

申請

認定

漁場改善計画の変更

○適正養殖可能数量

ブリ 50万尾⇒70万尾
漁場環境に見合
った数量か評価

①漁場実態調査
②生産管理状況調査
③漁場環境調査(別事業)

漁協

【安全・安心な養殖魚の輸出入の推進】
③輸出入防疫体制事業

国外 国内養殖魚漁場改善計画変更の審査

国の運用が見直され、これまでの一律的な数
量制限から、漁場実態調査等による評価によ
り、適正養殖可能数量(生産上限)を増やすこと
が可能となる。 輸入後の健康状態等を

一定期間調査

輸出時に対象疾病の
罹患状況を検査

県
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名

流
通
・
販
売
イ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

課
名

水
産
政
策
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

県
内
水
産
業
の
高
収
益
化
を
図
る
た
め
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
販
売
方
式
等
の
取
組
や

県
産
水
産
物
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
向
け
た
中
小
加
工
業
者
等
の
販
路
開
拓
等
を
支
援
す
る
。

２
事
業
の
概
要

（
１
）
予
算
額

７
，
４
６
３
千
円

（
２
）
財

源
一
般
財
源
：
７
，
４
６
３
千
円

（
３
）
事
業
期
間

令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度

（
４
）
事
業
主
体

宮
崎
の
さ
か
な
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
協
議
会
、
県

（
５
）
事
業
内
容

①
県
産
水
産
物
Ｐ
Ｒ
・
販
路
拡
大
強
化
事
業
（
定
額
、
１
／
３
以
内
）
７
，
１
７
６
千
円

初
か
つ
お
フ
ェ
ア
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
商
品
開
発
・
販
路
開
拓
等
の
実
施
を
支
援

②
県
推
進
事
務
費

２
８
７
千
円

３
事
業
効
果

販
路
拡
大
等
の
取
組
に
よ
り
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
等
が
進
め
ら
れ
、
県
産

水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
が
図
ら
れ
る
。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名
み
や
ざ
き
の
内
水
面
資
源
回
復
推
進
事
業

課
名

水
産
政
策
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

内
水
面
水
産
資
源
の
回
復
等
を
推
進
す
る
た
め
、
全
国
初
の
取
組
と
な
る
発
電
事
業
を
行
う

企
業
局
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
内
水
面
漁
協
等
の
関
係
者
と
連
携
し
た
資
源
調
査
や
増
殖
活
動

等
に
取
り
組
む
。

２
事
業
の
概
要

１
１
，
８
７
６
千
円

（
１
）
予
算
額

県
営
電
気
事
業
特
別
会
計
繰
入
金
等
：
１
０
，
７
１
４
千
円

一
般
財
源
：
１
，
１
６
２
千
円

（
２
）
財

源

令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

県
（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
推
進
体
制
整
備
事
業

５
９
０
千
円

内
水
面
関
係
者
に
よ
る
資
源
回
復
の
た
め
の
推
進
体
制
を
整
備
・
運
営

②
河
川
生
物
資
源
調
査
事
業

３
，
８
０
０
千
円

科
学
的
に
資
源
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
調
査
や
目
視
調
査
を
実
施

③
増
殖
活
動
等
取
組
事
業

７
，
４
８
６
千
円

産
卵
床
造
成
や
石
倉
設
置
等
の
増
殖
活
動
と
合
わ
せ
て
稚
魚
放
流
を
実
施

３
事
業
効
果

内
水
面
関
係
者
が
連
携
し
て
内
水
面
の
資
源
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
に

資
源
回
復
等
の
内
水
面
振
興
施
策
が
推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
関
係
者
の
意
識
や
理
解
醸
成
が

図
ら
れ
る
。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

（
み
や
ざ
き
農
水
産
業
グ
リ
ー
ン
化
推
進
事
業
）

事
業
名
養
殖
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
推
進
事
業

課
名

水
産
政
策
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
本
県
養
殖
業
の
グ
リ
ー
ン
化
を
促
進
す

る
た
め
、
天
然
資
源
や
漁
場
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
持
続
可
能
な
養
殖
業
の
構
築
を
支
援
す

。
る

２
事
業
の
概
要

１
０
，
１
８
２
千
円

（
１
）
予
算
額

国
庫
：
４
，
９
９
２
千
円

一
般
財
源
：
５
，
１
９
０
千
円

（
２
）
財

源

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

養
殖
業
者
等

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
養
殖
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
推
進
事
業
（
国
１
／
２
、
県
１
／
２
以
内
）９
，
９
８
５
千
円

人
工
種
苗
や
Ｅ
Ｐ
飼
料
へ
の
転
換
、
藻
類
等
養
殖
の
導
入
な
ど
、
養
殖
業
者
が
取
り
組
む

持
続
可
能
な
養
殖
業
の
実
証
を
支
援

②
県
推
進
事
務
費

１
９
７
千
円

３
事
業
効
果

持
続
可
能
な
養
殖
業
の
構
築
に
向
け
た
養
殖
業
者
等
の
一
体
的
な
グ
リ
ー
ン
化
の
取
組
を
支
援

す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
養
殖
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
に
よ
る
成
長
産
業
化
が
図
ら

れ
る
。
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１
．
背
景

２
．
事
業
内
容

３
．
見
込
ま
れ
る
成
果

生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
に
よ
る
本
県
養
殖
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

［
養
殖
業
］

人
工
種
苗
に
よ
る
完
全
養
殖
へ
の
転
換

天
然
資
源
に
依
存
し
な
い
飼
料
へ
の
転
換

食
料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性

の
両
立
を
目
指
す

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

我
が
国
の
新
戦
略
・
県
の
長
期
計
画

養
殖
業
の
現
状
は
･･･

種
苗

飼
料

［
CO

2 吸
収
・
固
定
］

藻
類
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２ 吸
収
の
推
進

養
殖
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
推
進
事
業

〈
人
工
種
苗
へ
転
換
〉

〈
Ｅ
Ｐ
飼
料
へ
転
換
〉

〈
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
の
取
組
〉

Ｃ
Ｏ
２
を
吸
収
す
る
ワ
カ
メ
養

殖
等
の
導
入
を
支
援

ト
ー
タ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支
援

人
工
種
苗
へ
の
転
換
に
よ
る
新

た
な
飼
育
の
実
証
を
支
援

ワ
カ
メ
の
養
殖

生
餌
主
体

Ｅ
Ｐ
主
体

Ｅ
Ｐ
飼
料
※に
よ
る
飼
育
の
実
証

を
支
援

※
魚
粉
や
小
麦
粉

等
を
高
温
高
圧
加

工
し
た
固
形
飼
料

〈
養
殖
業
者
等
の
グ
リ
ー
ン
化
に
資
す
る
取
組
を
支
援
〉

ブ
リ
類
は
約

90％
が
天

然
種
苗
で
あ
り
、
カ
ン

パ
チ
人
工
種
苗
の
生
産

技
術
は
確
立
さ
れ
て
い

る
が
利
用
は
少
な
く
、

天
然
資
源
へ
の
負
荷
が

大
き
い

生
餌
の
配
合
割
合
が
高

い
餌
を
使
用
す
る
経
営

体
が
多
く
、
天
然
資
源

へ
の
負
荷
や
溶
け
出
し

た
餌
の
残
渣
に
よ
る
漁

場
環
境
へ
の
負
荷
が
大

き
い

多
く
の
養
殖
業
で
は
天
然
資
源
や
漁
場
環
境
へ
の

負
荷
が
大
き
い

第
六
次
水
産
業
・
漁
村
振
興
長
期
計
画

環
境
に
配
慮
し
た
責
任
あ
る
水
産
業
の
推
進
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
漁

業
協

同
組
合

機
能

・
基
盤

強
化

推
進

課
名

水
産

政
策
課

事
業

国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

漁
獲
低

迷
や

漁
業
者

数
の

減
少
等

に
よ

り
手
数

料
収
入

や
出

資
金
が

減
少

す
る
な

ど
、

各
漁
協

の
収
支
及

び
財

務
は
厳

し
さ

を
増
し

て
い

る
。

こ
の
た

め
、

「
宮
崎

県
内

漁
業
協

同
組

合
及

び
系
統
組

織
機

能
・
基

盤
強

化
推
進

方
針

」
に
基

づ
い
て
沿

海
漁

協
や
系

統
団

体
が
取

り
組

む
地
域

連
携
に

よ
る

事
業
の

合
理

化
等

の
機
能

・
基
盤

強
化
の
取

組
を

支
援
す

る
。

２
事
業
の

概
要

３
，
４

２
８
千

円
（
１

）
予

算
額

一
般
財

源
：
３

，
４

２
８
千

円
（
２

）
財

源

平
成

２
９
年
度

～
令

和
６
年

度
（
３

）
事
業

期
間

沿
海
各

漁
業
協

同
組

合
等

、
市
町
、

県
（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
指

導
事

業

基
盤
強

化
を
早

期
・

確
実
に

達
成

す
る
た

め
、
「

県
機

能
・
基

盤
強

化
推
進

委
員

会
」
に

よ
る

進
捗

管
理
及

び
指

導
の
実

施
。

②
支

援
事

業
３
，

４
２
８

千
円

各
漁
協

が
信
用

事
業

譲
渡

を
行

っ
た
際
に

必
要
と

し
た

借
入
の

金
利

負
担

を
軽
減

す
る
た

め
、

県
、

市
町
、

信
漁

連
等
が

連
携

し
て
利

子
補
給

等
の

実
施
。

３
事
業
効

果

関
係

団
体

と
連

携
し

な
が

ら
、

漁
協

の
経

営
状

況
を

進
捗

管
理

し
、

必
要

な
指

導
を

行
う

(
１

)こ
と
に

よ
り

、
漁
協

経
営

の
安
定

や
健

全
化
を

図
る

こ
と
が

で
き

る
。

支
援

を
必

要
と

す
る

漁
協

に
対

し
、

関
係

機
関

が
一

体
と

な
っ

て
利

子
補

給
等

の
支

援
を

（
２

）行
う
こ

と
に

よ
り
、

漁
協

の
基
盤

強
化

を
図
る

こ
と

が
で
き

る
。
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